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左から山田仁デジタルアーカイブ・ジャパン社長、塚本慶一郎インプレス社長、辻村順一PNJコミュニケーションズ常務、宮武達郎ジャパンエントリーベンチャーズ代表社
員。キャリア、コンテンツプロバイダー、インベスターとそれぞれの立場からお話しをいただいた。

大容量光社会を作る仕事の数々

最 終 回
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これまで足かけ3年、14回にわたって光ファイバー
ネットワークを支える技術と人を紹介してきた本連
載も今号で最終回となった。来る、来ると言われて
いる大容量ネットワーク社会。しかしそれは、いつ、
どんな形で到来するのか。そこに誰が、何を流し、
どう利用されるのか。連載の締めとして各分野の論
客に集まっていただき、2000年が明けて間もない
1月27日、都内のホテルで座談会を行った。

取材・文 喜多充成（kita.mitsunari@nifty.com）
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INTERNET magazine 2000/4 337解像度：解像度はデジタルカメラやプリンター、スキャナーなどの画質表現の1つ。ディスプレイでは、画面に表示できる点（ドット）の数で表し、640×480ドット（VGA）、800×
600ドット（SVGA）などと、数値が高いほど、解像度が高くなる。プリンターやスキャナーでは1インチあたりの点の数で、単位はdpi（dot per inch）になる。

：この連載では、光ファイバーネットワーク

を支えるさまざまな技術を、それこそ波長多重

の測定器のような超ハイテクから地下の敷設工

事などの地味なものまで取材して記事で紹介し

てきました。素朴な印象として、ネットワークと

は実に多くの人と技術に支えられているものなん

だと感じましたし、また思ったより古くから光フ

ァイバーは通信の骨格を支えてきたんだという印

象も持ちました。一方で歯がゆかったこともあり

ます。これほど急激な技術革新の波に洗われて

いる分野でありながら、一ユーザーの立場に返っ

てみますと、それらの技術革新の成果がなかなか

我々の元にまで降りてきていない。開発競争は

すさまじいスピードだが、世の中に普及するスピ

ードが開発になかなか追いつかない。取材を続け

てますます、ここにもどかしさを感じるようにな

っています。

お集まりいただいたみなさんはそれぞれの立場

で一家言ある方ばかりですが、まず日米双方の

事情にも通じてらっしゃるジャパンエントリーベ

ンチャーズの宮武さんに口火を切っていただきた

いと思います。アメリカでの回線の価格破壊は

ペースアップがすさまじいでしょう？

宮武（以下、敬称略）：はい、先週、サンノゼ

に行って来ましたが、通信回線の安さに改めて

驚きましたね。同額固定の常時接続でも

500Kbpsで月50ドル、以降100Kbpsごとに

10ドルとかいう世界ですよ。技術革新に加え需

要サイドと供給サイドから両方の引き下げ圧力

が重なって、価格低下のスピードがますます上が

っているような気がしますね。

：彼我の差にぼう然としてしまいますが、デ

ジタルアーカイブ・ジャパンの山田さん、高解像

度の写真やCGイラストなどを販売されてますが、

思うに帯域の狭さ、スピードの遅さにいつも苦し

んでいる立場ではないかと思い、本日は参加し

ていただきました。

山田：苦しんでいるというか、限られた帯域で

いかに使えるサービスを提供するかという点で

日々頭を悩ませています。印刷媒体に使える高

品質の画像データだと、スキャンして60Mバイ

トとか80Mバイト、圧縮しても5Mバイトから

10Mバイトはあります。そのデータのダウンロー

ドをユーザーにどれだけの時間待ってもらえるか

といったら、まあ30分程度です。

：30分は待ってもらえますか？

山田：従来の方法で実際にアナログポジを借り

る場合には、配布されるカタログから写真を選

んで、配達されるまでバイク便で数時間、宅配

だと1日かかる。それをスキャニングの会社に頼

んでデータ化する。すると24時間以上かかった

りするんですね。ダウンロードで30分待つとし

ても、それよりははるかに速いと考えてくれてい

るお客さんが多いんです。もちろんうちはコンテ

opticalfiber

本稿執筆者・喜多充成氏（当日は司会進行役）

ンツを販売するのがビジネスですから、手段につ

いては、バイク便でも、電話回線でも、衛星回

線でも選べるようにしています。ただ、衛星なら

速いとわかっていても、なかなかそのためだけに

固定費をかけて衛星まで導入するのはハードルが

高いようです。

：そのあたりの事情は、法人も個人もそう変

わらないですね。ふんだんにお金を払えばよくな

ることはわかっていても、値頃感のある価格設定

の回線がない、選べないものだから「電話線で

いいよ、30分待とう」となってしまう。

山田：データを提供する我々としても、たとえ

ば1.5Mbpsの線を引いてコンテンツ提供をスタ

ートさせようとすると、ちょっと前なら月100万

円です。それでペイするにはいくら売り上げを立

てなきゃいけないかとなると、えらく壁が高くな

ってしまいます。インフラはどうしようもない部

分というある種の諦めがありますね。もし

500Kbpsで5,000円だったら、世界が変わって

きます。

宮武：そうしてアプリケーションをやる人が増え、

サービスも増え、ユーザーも増え、雇用も増えと

いうのが今アメリカの雪だるま状態ですよね。

「どうすればユーザーがイライラしないで待てるか、
どの程度なら我慢できるか。そこがいま我々が
もっとも頭を悩ませているところ。
衛星など選択肢が増えたとはいえ、結局インフラは
どうしようもできない部分と諦めている」（山田）

ストックフォト、CG画像などをロイヤ
リティーフリーで販売するベンチャー
企業、デジタルアーカイブ・ジャパン
（株）代表取締役社長　山田仁氏
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338 INTERNET magazine 2000/4 WDM（ダブル・ディー・エム／Wavelength Division Multiplexing）：波長分割多重方式。1本の光ファイバー上で、波長の異なる光は干渉しないでそれぞれ通信できる。この
特質を用いて光を多重化する技術のこと。WDMをより高密度（Dense）化したものをDWDMという。

山田：データそのものの配送以上に大変なのが、

その前の段階の画像の検索――うちで提供する

5万点の画像データから必要なものを探してもら

う段階です。1600ほどのカテゴリーで、キーワ

ードを立ててデータベースを整備してはいますが。

塚本：しかし、たとえば100分の1秒でサッと写

真が出るんなら、キーワードを入れて検索なんて

しなくていいんですよ。全部見ていけばいい。人

間はそうやってパッパッと見ながら欲しいものを

拾う能力はあるわけだから。

山田：まさにそうなんですよね。

塚本：写真を見るのは、今はライトテーブルに

載っける面倒臭さがあるけれども、ネットワーク

を使ってやるんだったら、そしてそれが本当に速

くなるんなら、実物のポジで探すよりもっと簡単

に探せるようになる可能性はあるわけですよね。

辻村：我々がビジネスとして狙っているところも

そこなんです。PNJコミュニケーションズは、全

国に10社ある電力系キャリアのIP通信に絞った

通信事業者として昨年11月に設立されたばかり

なんですが、遅くともこの夏までに、LAN間接

続の専用線として10Mbpsから100Mbpsのイ

ーサネットで提供していきたいと思っています。

電気のコンセントの感覚で差し込めばすぐに使え

るような回線です。そこで想定しているのが、た

とえば今、山田さんがおっしゃったようなユーザ

ーなんです。

：お値段は？

辻村：たとえば10Mbpsですと、どこで入って

いただいても月70万円とか…。正直言ってまだ

高いと、悩んでいるところです。スタート時点は

どの程度になるかわかりませんが、「いくら何で

も安くしないとダメだよね」と社内で話している

ところです。

宮武：それとかならず絡んでくるのがバックボー

ンの問題ですよね。アクセスラインを増やすには、

まずバックボーンの増強が前提。でないとすぐパ

ンクしますね。

辻村：まさにおっしゃるとおり。そのあたりは

WDM、波長多重の技術をどんどん導入して支

えていこうと考えています。この世界は従来の延

長ではなく、突然不連続にバカッと変わる。ひ

ょっとしたらその踊り場に来ているのかどうかす

らわからない。だからキャリアが広帯域をこう使

えなんてのも不遜ですけど、しかしただキャリア

としてバックボーンは無限に広げておく必要があ

ります。それを支えてくれるのがWDMです。

：バックボーンは裏方の、ユーザーからは見

えないですが、ちょっと容量の桁の違う世界です

よね。下水道のネットワークでも、家庭内の排

水管は直径10センチのところが、処理場に近い

幹線になると内径4メートルとかいう大きさ。断

面積で1600倍、2桁上のオーダーなんですね。

下水は片道のネットワークですが、光ファイバー

も同じくらいの感覚になるんでしょうか。
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第1回（1998年8月号）
光ケーブル敷設船に秘められた過去
（数千キロのケーブルを積み込むケ
ーブルドラム）

第4回（1998年12月号）
地下30メートルを走る光のロボット
（下水道光ファイバー自動敷設ロボット）

第6回
（1999年2月号）
足技がモノを言う!?
光ファイバー敷設工
事の現場の知恵

「この世界は従来の延長じゃないんです。
突然不連続にバカッと変わるし、その踊り場に
来ているのかどうかすらわからない。だから
キャリアが広帯域をこう使えなんてのも
不遜です」（辻村）

電力系地域NCCの連合体として次世代IP通信
サービスを提供する、（株）PNJコミュニケーシ
ョンズ常務取締役　辻村順一氏
電力事業での経験を生かし、謙虚かつ大胆に事
業を展開する

● ● ●
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INTERNET magazine 2000/4 339ルーティング：ネットワークにおけるデータの転送経路制御のこと。ネットワーク間に位置するルーターなどの装置は、データに含まれているあて先の情報を見て、あらかじめ設定したルー
ティング情報にしたがって転送先等を判断し、それにしたがって転送している。

：「幽閉」（笑い）。KDDの東福岡とかもでし

ょう。

宮武：まあ、幽閉は言いすぎかもしれませんが、

彼らがどんどんスピンアウトして会社を作り、そ

の技術を世界中に売っていくようになったら世の

中変わりますね。投資対象としてきわめて魅力

的です。それと、単にバックボーンを太くするだ

けじゃなく、もう1つの技術的ブレークスルーが必

要になってくる部分もあります。今は海底ケーブ

ルや都市間のバックボーンが多重化されてきてい

ますが、これが都市内、そしてサブスクライバー

（回線加入者）の部分まで来ますと、分岐してや

らなければならない。今は電気的にIPのヘッダ

ーにルーティング情報が書かれていて、ルーター

を通るごとにいろいろな情報が付加されたり引か

れたりして経路情報が入っていくわけですね。

辻村：そう、そこがボトルネックになってくるん

ですよね。電気信号は結局電子の流れですから、

遅いんです。

塚本：はぁ、遅いんですか。光と同じで1秒30

万キロメートルというわけにはいかない？

辻村：今の波長多重で技術的に可能になってい

るのは、96波のシグナルを1本のファイバーに通

すというレベルですよね。

宮武：ええ、日本では主にNCCがアメリカの技

術を導入する形でここ5年ほどの間で進展してき

た。96波で240Gbpsぐらいの伝送スピードが

技術的には可能になっていますね。

辻村：ただ、今はやっと96波ですけど、将来は

もうさらに1桁上の数の波が1本のファイバーに

入るようになると思うんです。

：波長多重の技術水準では、日本は世界ト

ップレベルと言われていますよね。

宮武：NTTもすばらしい技術を持っていますが、

事業化への仕組みが昔のままです。NTTがベン

チャーキャピタルになって、ベンチャービジネス

を支援するといった発想を持たないと、きわめて

優秀な人たちが活きてこない。最先端の研究者

が茨城や横須賀に、外部から距離を置かれて、

言わば「幽閉」されている。

opticalfiber

宮武：遅いんです。これを光のシグナルそのまま

の状態でルーティングさせてやる技術が、ここ3

～5年内に必要になってきますし、アメリカのベ

ンチャーは血眼になってそれを開発し、また、投

資家も探していますね。

：アメリカの回線の現状をどう見てます？

宮武：電話会社が非常にアグレッシブなので、

まず銅線を使ってADSLで速くしましょう、ある

いはCATVで代替しましょう、お望みなら光を直

接引きましょうというADSL対CATV対光とい

う戦いが激しく行われています。すでにISDNは

終わっています。

辻村：終わりましたね。アメリカは日本と少し

事情が違って、都市間が離れていますから、光

ファイバーを張るには相対的にコストが高い。で

すから、波長多重、今のWDM、それによって

ファイバーの本数は増やさないけれども、キャパ

シティーを増やし、それを利用しようという方向

です。逆に都市部に入ると、日本のほうが光化

は進んでいます。

第7回（1999年3月号）
「嬉しい誤算」から生まれた限りな
く透明に近いガラス（光ファイバ
ー母材の気相合成プロセス）

第11回
（1999年9月号）
1本のファイバーに数
十波を詰め込む「波長
多重中継装置」のミ
クロな仕事

第9回（1999年5月号）
光ファイバーに生命を吹き込む「稲
妻」を小箱に封じ込めた融着接続機

「ブロードバンドで使うコンテンツは、結局
人間にどんどん近づく。バーチャルな世界よりも
人間対人間、コミュニケーションで広帯域が
必要になる。どうなるかわからないけど、
わかった人は大金持ちかな」（塚本） 出版事業を核にインターネット時代

のメディアビジネスを展開する、
（株）インプレス代表取締役社長
塚本慶一郎

● ● ●
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塚本：ちょっと心配なことがあるんですが、今、ハ

イスピードの回線を使おうと思うと、衛星を契約

するとか、CATVに加入するとか、選択肢がある

じゃないですか。ADSL実験やら無線アクセス網

やらが始まって、かたや光が来るのかというと、なか

なか来ない。そのうち携帯電話で2Mbpsぐらいの

回線がガーッと普及しちゃって、日本はそれで終わ

っちゃうんじゃないかと思うこともあるんです。

辻村：うーん、ちょっと違うような気がしますけ

どね。世界中で携帯が売れすぎて波が足りなく

て困っているというのは日本だけなんですね。す

るとブロードバンドまで携帯でやるかどうか、そ

れがすぐに来るかどうかは違う問題かなと。

：ただ、キャリアは用途を読み切れないとい

う部分がありますよね。ポケベルにしても女子高

校生があんな使い方をするなんて想像もできなか

ったわけだし。

辻村：そうですね。「ビジネスマンがこんなふうに

使うだろう」ぐらいしか思っていなかったのが、授

業中に音がしないで文字だけ送って使うなんて。

塚本：でも、先ほどの山田さんの画像検索の例

でいうと、少なくとも2Mbpsは確保できるので

あれば、しかも携帯ですから1万円そこそこでで

きるでしょうし、固定のハイスピード回線はいら

ないわけですよ。技術的には筋の悪い話なのかな

と思いますけど。

：どんなコンテンツが求められるかにもよりま

すね、どの程度のスピードが必要とされるかは。

塚本：結局、テレビライクな映像で、どんどん

カタログ的な情報をたくさん送って、それに対し

て何らかのサービス要求が見ている人から起きて

くる。その辺のモデルということなんでしょうか。

宮武：父親がもう70いくつでヨタヨタしてきて

心配だ。CCDカメラを置いておいて24時間、ケ

アしていたい。さらに行政サービスも全部リアル

タイムでつなげておけば、相当人を省けますよね。

：サイバー介護とか、サイバー世界への首都

移転みたいな。

宮武：そうすれば、社会全体のコストが安くな

る。通信の投資額よりはるかに安くなります。

：先日、携帯電話やPHSで遠隔操縦するロ

ボットを事業化しようという会社の設立発表会

を見てきましたが、これは帯域の広さが品質向

上に直結するアプリケーションでしたね。フィー

ドバックされる情報が多いほど操作はしやすく、

送れる情報が多いほど微妙な操作が可能になる。

塚本：そうでしょうね。相手がバーチャルでなく、

リアルワールドだからこそブロードバンドが生き

てくるんですね。バーチャルな世界よりも人間対

人間、コミュニケーションで広帯域が必要になる。

：その会社の社長さんも同じ意見でした。

塚本：ただそのとき、お箸で豆をつまんだから情

報量がバカッと増えて料金も上がるというので

は、ちょっと困ります。広帯域を必要とするコ

ンテンツが、具体的にどんなモデルで運営される

のかはまだわかりません。今わかっていたら大金

持ちでしょう（笑い）。
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340 INTERNET magazine 2000/4 サイバー介護：医療機関の診察や投薬で、ネットワークが頻繁に利用されるなか、高齢者の在宅介護にもコンピュータを利用しようという動きが出ている。そこで、高齢者の自宅にCCD
カメラを設置し、病院や家族宅からインターネット経由で部屋の様子を見られるようにする。離れた場所から健康状態を管理できるようにする介護方法。

第12回
（1999年10月号）
まもなく来る「光LAN」
時代の「標準」を目指
す小さなコネクタ

第13回
（1999年11月号）
重要部品より重要な
「測定器」の究極性能

第14回
（2000年1月号）
大事な大事な光ファイ
バーを守るケーブル製
造現場の息の長い努力

「アプリがあって、インフラがある。どちらが上位とか
いうものではなく、ロジックからいうとこれは両輪で、
両方が回るから先に進める。
一方だけだと同じところを回るだけです。少なくとも
アメリカの投資家はそう思ってます」（宮武）

光通信関連のベンチャーファンドを
創設した、ジャパンエントリーベン
チャーズ ジェネラルパートナーの
宮武達郎氏
高株価企業として知られるJDSユ
ニフェーズ株式公開の仕掛け人を努
めた

www.japanentry.comJump

● ● ●
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ガぐらいは案外早く実現するんじゃないかなぁ。

宮武：後発が低料金を打ち出せば、それができる

んですからね、NTTも。今のところは、電力会

社や商社系CATVがNTTに挑戦している。これ

も大変いいことです。僕はJRなんかももっとガ

ンガンやるべきだと思っています。あれだけのイ

ンフラがあって、駅という人の集まる拠点があ

る。JRの企画部には膨大なビジネスプランがあ

るはず。

塚本：電力さんもある？　秘密ですか。

辻村：我々も早く出したいですよ（笑い）。

宮武：私はオプトテクノロジーのファンドで電力

会社などに出資を仰いでいますけれど、逆にたと

えば1兆円あったら、我々が電力系キャリアに投資

をして、そのプランを実現してもらうのが夢です。

：現にNCCでも外資を入れる選択をした企

業はあります。

宮武：不動産を買うよりも

回線を買ったほうがいいとい

うのが外国人投資家の考え

方です。「向こう3年赤字で

いいから、どんどん資金を突

っ込む」という豪放な投資

家もいる。それが赤字のまま

倒れてもまた別の投資家が資

金を出す。底力ですよね。

塚本：で、だんだん外資にな

っちゃったりしてね。

：そういったときの回線コストは、ユーザーな

り、コンテンツプロバイダーなりでどう割り振る

べきなんでしょうか。

倉園：理想を言えば電気、ガスと同じで、流れ

ているものに金を払い、回線には払わない。サー

ビスやコンテンツを提供するほうが、インフラと

くっつけてサービスも買ってねという仕組みが理

想じゃないですかね。だれが払うかという話なら、

僕はそこにサービスを流す人が払うべきだ、と。

宮武：まさにそうです。

辻村：究極の姿はそうでしょうね。

倉園：本誌では今年、1.5メガ（bps）キャンペー

ンをやろうと思っているんです。そろそろそうい

うものが始まってくれないと困る。ここだけの話、

NCCさんに肩入れしてやっていくほうが、早く

実現するんではないかと考えているくらいです。

塚本：そういう仕組みがうまくできれば、1.5メ

opticalfiber

辻村：いや、いいんじゃないですか。会社として

は困りますし、もちろんそうならないよう頑張り

ますけど、最終的にはお客さんに選ばれるサービ

スを提供できる者が勝つということですよね。そ

れが外資か日本資本かというのは、あんまり意

味がない。

塚本：僕らもユーザーの立場としてはどうでもい

いんですけれどもね。

：最後になりますが、明るい話を（笑い）。

宮武：繰り返しになりますが、日本は光技術で

は世界のトップレベルにあります。それを持った

技術者がスピンアウトして、ベンチャー企業を興

して人と資金を呼び込み始めたら、大変なこと

になります。光技術の分野は、今後も投資先と

して魅力的なものであり続けると思っています。

山田：今のような回線インフラの貧しさに悩む

ことがなくなる。また新たなビジネスを考えなく

てはなりませんが、楽しみでもあります。

辻村：お客さんに選んでいただける選択肢を出

すのが我々の務め、と考えております。

：お忙しいなか、ありがとうございました。光

ファイバーとその関連技術が、まもなく我々に膨

大な量の情報をもたらしてくれます。その情報量

が、情報そのものの質を変える転換点をどうや

ら我々は目撃できそうな気がしてきました。しか

とそれを見届けたいと思います。また3年後ぐら

いに、その後の進展を話し合う機会が持てれば

と思います。

INTERNET magazine 2000/4 341NCC（エヌ・シー・シー／New Common Carrier）：1985年の通信自由化により、NTTやKDDなどの既存事業者に対抗して、新規参入した第一種電気通信事業者の総称。新電電と
も呼ばれる。光ファイバーケーブルなどをバックボーンにする地上系NCCのうち、DDI、日本テレコム、KDDは長距離系NCCと呼ばれ、電力会社系の通信会社は地域系NCCと呼ばれる。

1月27日、ホテルニューオーターニ ザ・メイン「曙の間」にて

「使える値段で1.5メガの回線、
今年中には始まってもらわないといけない。
ここだけの話ですけど、今年はNCCさんを
応援します。そのほうがブロードバンド時代が
早く来る」（倉園）

本誌編集長倉園佳三
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